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金き
ん
（
ふ
る
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と
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う
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い
）
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自
分
の
住
む
ま
ち
に
税
金
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納お

さ

め
る
代
わ
り
に
、
応お

う
援え

ん
し
た
い
ま
ち
に
お

金
を
寄き

附ふ

す
る
制
度
で
す
。
伊い

賀が

市
で
も

市
外
の
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
寄き

附ふ

を
い
た

だ
き
、
寄き

附ふ

の
お
礼
と
し
て
伊い

賀が

焼
や
伊い

賀が

米
な
ど
の
特
産
品
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
礼
の
品
を
通
じ
て
、
伊い

賀が

市
の
特
産
品
や
産
業
を
全
国
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
貴き

重ち
ょ
う

な
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
寄き

附ふ

金き
ん

は
ど
ん
な
こ
と
に使

っ
て
い
る
の
？

　
皆み

な
さ
ん
の
身
近
な
事
業
で
は
、

〈
伊い

賀が

鉄
道
や
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ
と
〉

〈
学
校
給
食
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る
こ
と
〉

な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
伊い

賀が

市
へ
の
応お
う
援え
ん
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
子
ど
も
が
忍に

ん

者じ
ゃ

が
大
好
き
で
旅
行
の
際
に
伺う

か
が

い

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
忍に

ん
者じ

ゃ
に
力
を
い
れ
て
、

盛も

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
！
」　　
　
（
神
奈
川
県
）

「
以
前
食
べ
た
、
伊い

賀が

牛
が
美
味
し
く
て
感
動
し

ま
し
た
。
忍に
ん
者じ

ゃ
の
里
、
応お

う
援え

ん
し
て
い
ま
す
。」

（
東
京
都
）

「
母
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
子
ど
も
の
教
育
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。」　　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
応お
う
援え

ん
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届と

ど

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
納の

う
税ぜ

い
を
通

じ
て
全
国
に
伊い

賀が

市
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総そ
う

合ご
う

政せ
い

策さ
く

課
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小・中学生のためのコラムです

こども広場
「ふるさと応

おう
援
えん
寄
き
附
ふ
金
きん
」

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

戦
後
ま
も
な
く
梨
栽
培
を
始

め
、
法
人
組
合
を
設
立
し
、
平

成
27
年
で
50
周
年
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

栽
培
者
は
代
替
わ
り
し
て
い
ま

す
が
、
継
続
し
て
き
た
栽
培
技

術
と
、
全
国
の
最
新
技
術
を
学

び
、
伊
賀
地
域
に
合
っ
た
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
周
辺
農
家
17
戸
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
大

玉
で
収
穫
す
る
た
め
、
摘
果
に
気
を
配
り
、
有
機
肥

料
に
よ
る
土
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
伊
賀
全
域

の
販
売
所
で
扱
っ
て
い
る
ほ
か
、
羽
根
に
あ
る
選
果

所
隣
り
の
直
売
所
で
は
、
食
べ
ご
ろ
の
商
品
を
各
種

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
全
国
発
送
も
承
っ

て
い
ま
す
。

（農）白鳳梨生産組合

【
問
い
合
わ
せ
】　
商
工
労
働
課

　
☎
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「ウィークリー伊賀市」でも見られるよ！
【放送期間】
　８月３日㈪～９日㈰

No.4

白鳳梨
　甘くてジューシーな伊賀のブランド
梨。寒暖差の激しい伊賀盆地で作られ
る白鳳梨は、全国的にも珍しい水田で
作られます。このような「水田梨」は、
水分を多く含むので、みずみずしく肉
質が柔らかいのが特徴です。
※「みえの安心食材」に認定。

図書館
　だより

■一般書
『まいにちの季語』　

辻　桃子・安部　元気／著

■児童書
『見つける見分ける鳥の本』　

秋山　幸也／著

■一般書　
『超リアル戦国武士と忍者の戦い図鑑』
小和田　哲男・山田　雄司／監修

『育ちすぎたタケノコでメンマを
作ってみた。』

玉置　標本／著
『今日から自宅がジムになる宅トレ』

坂詰　真二／著

■児童書　
『絵でわかる建物の歴史』
エドゥアルド・アルタルリバ他／著
『ぼくたちの緑の星』
小手鞠　るい／作、片山　若子／絵
『教室の日曜日 パンツをはいた宇宙人』
村上　しいこ／作、田中　六大／絵

■絵　本
『ぼくは犬や』
ペク　ヒナ／作、長谷川　義史／訳
『はぶらしくんです。』

とよた　かずひこ／作・絵
『えほんなぞなぞうた』
谷川　俊太郎／文、あべ　弘士／絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

■絵　本　
『でんにゃ』
大塚　健太／作、柴田　ケイコ／絵
　でんにゃは、ねこのでんしゃです。終点
の公園に着くまでに、いろんな場所に停車
します。魚屋でごはんを食べたり、屋根で
お昼寝をしたり、途中で脱線してねずみを
追いかけたり。でんしゃになっても、ねこ
の習性は変わらないようです。

司書のおすすめ

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
８月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

8 日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会

大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

11日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

18日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

19日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

22日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

26日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

27日㈭ 11：00～ 青山図書室 おはなしなあに？

　おはなしボランティア「きらきら」は、平成
18年 11 月に４人の有志で立ち上げました。読
み聞かせを通して、本を読むことの楽しさを伝え、
創造性豊かな心を育んでもらうことを目的に活動
しています。現在の会員は８人で、毎月第２土曜
日に大山田図書室で読み聞かせ会「おはなしたい
む」を開催しています。
　また、大山田小学校や大山田子育て支援セン
ターなどでも読み聞かせ会を開催し、楽しい時間
を共有しています。読み聞かせ会では、絵本や紙
芝居、パネル
シアターなど
を取り入れ、
工夫した読み
聞かせをして
います。

◆おはなしボランティア「きらきら」紹介

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加者の人
数を制限します。
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